
樋井川（福岡県）での川づくりの取り組み

１．はじめに

２．河川改修の基本的な考え方

３．感潮域での取り組み
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４．中流域での取り組み

５．上流域での取り組み

６．地域との連携

１．はじめに_樋井川の位置（1/2）
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１．はじめに_樋井川の位置（2/2）

博多駅天神

福岡ヤフードーム

福岡タワー

樋井川

©Google

○九州北部地方に停滞していた梅雨前線上を低気圧が通過したことにより前線の活
動が非常に活発化し、平成21年7月24日の夕方から夜の初め頃を中心に大雨となり、
１時間雨量は100mmを超え、24日から26日までの総雨量は500mmを超える記録的な
降雨が発生した。
○樋井川近傍の柏原観測所では、7月24日～25日にかけて時間雨量91mm、2時間雨量
152mmを観測した。

福岡

柏原

１．はじめに_平成２１年７月豪雨の概要

降雨量分布図（H21.7.24～26）

１時間に降った最大雨量

（S28～H21）

柏原
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平成21年7月24日樋井川浸水被害状況

④H21年7月長尾橋付近

洪水痕跡 h=45cm

③田島地区

浸水面積
(ha) 床上 床下
28.5 172 238

浸水戸数(棟）

合計　410棟

④④

（福岡県調べ）

１．はじめに_流域における被害状況

①田島橋付近

①①
②②

堤防溢水 h=10cm

②田島橋付近

H=1.15m

①田島地区

③③

朝日新聞社

１．はじめに_事業の概要

事業名：樋井川床上浸水対策特別緊急事業

事業期間・・・平成２２年度～平成２６年度（５年間）

事業延長・・・５．９㎞

事業区間・・・ふれあい橋～駄ヶ原川合流

事業内容・・・河道掘削、護岸補強など

©Google
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１．はじめに_全景写真（河口）
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百道浜橋から下流

１．はじめに_全景写真（感潮域）
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草香江新橋から下流
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１．はじめに_全景写真（中流域１）

1k000
2k000

3k000

4k000
5k000

6k000
百
道
浜
橋

城
西
橋

草
香
江
新
橋

梅
光
園
橋

紅
江
橋

隈
橋

樋
井
川
橋

中流域

©Google

梅光園橋から上流 潮止堰

１．はじめに_全景写真（中流域２）
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紅江橋から下流
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１．はじめに_全景写真（上流域１）
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隈橋から下流

１．はじめに_全景写真（上流域２）
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樋井川橋から下流
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１．はじめに
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船舶を使用した水上施工 陸上施工
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船舶を使用した水上施工 陸上施工

仮設道路を使用する陸上施工

２．河川改修の基本的な考え方
＜現況河道特性＞

・市街地を流下する河川（用地買収ができない）
・河岸・水際植生、様々な魚介類・鳥類が生息
・感潮域にはシロウオの産卵場
・砂河川であり、土砂の移動が激しい
・沿川住民の憩いの場
・いかだまつりなど河川の利用も活発

既設護岸 補強を行 河床掘削

＜改修の方針＞

・既設護岸の補強を行い河床掘削
・現状の河川環境を尊重
・自然環境（瀬・淵）、景観、利用施設を保存、復元
・河床の安定を考慮

・河床掘削はスライドダウン
 瀬・淵の保存、掘削後の河床の安定
・補強工法は大型張りブロック（連結）

 自然環境・景観に配慮
 河床の変化に対する追随しやすい

＜実施内容＞

2012年10月29日 第10回川の自然再生セミナー
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〔草香江新橋下流〕

２．河川改修の基本的な考え方_スライドダウン（1/2）

現 況

計 画

既設護岸の補強 既設護岸の補強

50～100cm 河床を掘削する

２．河川改修の基本的な考え方_スライドダウン（2/2）

工事での横断面の管理
・主要な横断変化点を管理する
・最深河床高は必ず管理する

最深河床高

※１箇所の横断での高さ管理：９点

2012年10月29日 第10回川の自然再生セミナー
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２．河川改修の基本的な考え方_大型張りブロック（1/2）

設置のイメージ

自然環境、景観に配慮
 水際、河岸植生の回復
 小型魚のすみか
 明度の低いもの

河床の変化に対応
 追随性の高いもの

大型張りブロック

２．河川改修の基本的な考え方_大型張りブロック（2/2）
ブロックの設置は、やわらかく見せるため勾配を変化させる。

既設護岸の安定のため必要な幅

※やわらかく見せるため変化をつける

1:2.0

2012年10月29日 第10回川の自然再生セミナー
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３．感潮域での取り組み

・潮干帯の保全

・砂州の保全（いかだまつりなど）

・シロウオの産卵場の保全

３．感潮域での取り組み_潮干帯の保全（1/3）

朔望平均干潮時 朔望平均満潮時

干潮時に砂州が出てくる

朔望平均満潮位T.P.+1.23ｍ

朔望平均干潮位T.P.-0.83ｍ

2012年10月29日 第10回川の自然再生セミナー
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３．感潮域での取り組み_潮干帯の保全（2/3）

・単純にスライドダウンを行うと干潮時であっても水面のみ
の単調なものとなる。
・潮干帯の独特な環境が失われる。

 大型張りブロックの上に朔望平均満潮位程度までの覆
土を行う。

 工事完成後、安定的なものになることを期待

朔望平均満潮位T.P.+1.23ｍ

朔望平均干潮位T.P.-0.83ｍ

覆土 覆土

３．感潮域での取り組み_潮干帯の保全（3/3）

工事後

工事前

2012年10月29日 第10回川の自然再生セミナー
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３．感潮域での取り組み_砂州の保全（1/6）

いかだまつり（９月中旬）

近隣の小学校、中学校が制作した「いか
だ」を披露し、川に浮かべる。

福岡市道路下水道局計画部河川計画課

３．感潮域での取り組み_砂州の保全（2/6）

しじみの放流（９月頃）

環境学習として小学校と自治
協議会が連携して取り組む。

ふくおか市政だより2008年10月1日

2012年10月29日 第10回川の自然再生セミナー
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３．感潮域での取り組み_砂州の保全（3/6）

砂州の利用
（いかだまつり、シジミの放流）
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計画最深河床高
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標
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(T.P.m)

朔望平均満潮位T.P.+1.23ｍ

朔望平均干潮位T.P.-0.83ｍ

砂州

３．感潮域での取り組み_砂州の保全（4/6）

工事前の利用状況と砂州の出現頻度

草香江新橋

※シジミの放流、いかだまつりでの利用

・年間707回（2012年）の干潮に対して
 砂州は、707回出現する。
・月720時間（2012年9月）の内

 砂州は、606時間出現している。
・一度の干潮で

 砂州は、9時間出現

朔望平均満潮位

朔望平均干潮位

出現範囲

2012年10月29日 第10回川の自然再生セミナー
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３．感潮域での取り組み_砂州の保全（5/6）

計画では、工事後でも出現頻度が多くなる上流への設置も考えられたが、
・右岸側の砂州は、右岸堤防道路の交通量が多いため利用しにくい。
・左岸側の砂州は、アクセスの階段がない。
・現況のみお筋から考えると上流の階段がある位置には砂州が出来にくい。
・現況の砂州の左岸堤防は、遊歩道となっていて利用しやすい。

遊歩道・自転車道

階段

階段

階段

砂州設置候補地

・現況の位置で利用できるよう計画することとした。

３．感潮域での取り組み_砂州の保全（6/6）

草香江新橋
工事後の砂州の出現頻度

工事前

・年間707回（2012年）の干潮に対して
 砂州は、655（707）回出現
・月720時間（2012年9月）の内

 砂州は、176（606）時間出現
・一度の干潮で

 砂州は、5（9）時間出現

工事前
工事後

朔望平均満潮位

朔望平均干潮位
配慮しない場合

催しの開催は可能

2012年10月29日 第10回川の自然再生セミナー
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３．感潮域での取り組み_ シロウオの保全（1/4）

シロウオ：スズキ目ハゼ科
特徴：体長5cm程度で、細長い円筒形の体形

分布：北海道南部から鹿児島県までの日本各地に分布
（室見川の簗(やな)漁が有名）

生活：沿岸の浅い海に生息
川の下流域に遡上して、1～30cmの深さに埋まっ

ている石の下に潜り込んで産卵（樋井川では２月頃）

シラウオ：条鰭網(じょうきこう)キュウリウオ目シラウオ科
特徴：体長5～10cm程度で、細長いくさび形の体形

口がとがっている。

分布：北海道から熊本県・岡山県までの主要な河川の河
口・汽水域に分布

生活：汽水域に生息する。
西日本では2～4月に、水深2～3mまでの

砂底（0.25～1mm）に産卵

：シロウオの産卵場所

３．感潮域での取り組み_ シロウオの保全（2/4）

<シロウオの卵>

：シロウオの産卵場所

2012年10月29日 第10回川の自然再生セミナー
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３．感潮域での取り組み_ シロウオの保全（3/4）

シロウオは、河床の礫等の下に産卵をする。

 

工事で発生した礫は、河床に戻す。

橋梁の補強（橋脚）は、コンクリートブロックを使用せず、礫に
よる補強を行う。

※礫（φ400程度）による補強

10

1.5

2.0

2.5

3.0

標

高

朔望平均満潮位T.P.+1.23ｍ

３．感潮域での取り組み_ シロウオの保全（4/4）

堰の撤去により、シロウオの産卵場が上流へ延伸すること
が想定される。堰上流の工事で発生した礫は、河床に戻す。

新たな産卵場の整備
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現況の産卵場
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４．中流域での取り組み

堰
堰による湛水域

・川遊び、散策等の利用
・河川沿いは通勤・通学の利用

 利用への配慮

・流下能力確保のため堰の撤去を行う
 堰撤去後のみお筋の設定

トンボ取り

川遊び

犬の散歩

散策

魚捕り

釣り

長
尾
新
橋

別
府
橋

田
島

階段

４．中流域での取り組み_利用への配慮（1/4）

新
田
島
橋 島

橋
橋

樋井川の利用者数

 

280人 412人

5,233人
3,634人
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平面図

新田島橋

梅光園橋

飛び石既設階段

既設階段

遊歩道

遊歩道

４．中流域での取り組み_利用への配慮(2/4)

堰（撤去）

既設階段遊歩道

遊歩道
2m

遊歩道
2m飛び石

横断図

断面図

遊歩道

４．中流域での取り組み_利用への配慮(3/4)

平面図

遊歩道
・遊歩道は高さを下
げて設置し、水辺に
近づける環境を残
す。

・歩きやすい土系舗
装を採用する。

2012年10月29日 第10回川の自然再生セミナー
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４．中流域での取り組み_利用への配慮（4/4）
既設の木杭は、鳥類が止まり木として休憩場などに利用して
いる。

 

堰の撤去により湛水面はなくなるが、新たなみお筋の淵とな
る区間に再設置を行う。

４．中流域での取り組み_堰撤去後のみお筋の設定（1/4）

潮止堰

現況では固定堰による湛水域が広がる。
 

堰を撤去することによって、新しい みお筋を形成しなくてはなら
ない。

 
現況の みお筋幅、高さ、勾配から新たな みお筋断面を推定

潮止堰

2012年10月29日 第10回川の自然再生セミナー

19 http://www.rfc.or.jp/



４．中流域での取り組み_堰撤去後のみお筋の設定（2/4）

みお筋の幅

みお筋の高さ

図 現況のみお筋幅、高さと勾配の関係

４．中流域での取り組み_堰撤去後のみお筋の設定（3/4）

＜堰撤去前＞

堰による湛水

現況のみお筋幅、高さと勾配の関係より
 

堰撤去後の勾配は1/640であることから、
みお筋幅14ｍ、高さ0.9～1.0mでみお筋を設定

＜堰撤去後＞

14ｍ程度

1.0ｍ程度

2012年10月29日 第10回川の自然再生セミナー
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４．中流域での取り組み_堰撤去後のみお筋の設定（4/4）

堰

＜撤去前＞

新たに創出したみお筋

＜撤去後＞

５．上流域での取り組み(1/3)

内岸側砂州の堆積

外岸側局所洗掘

内岸側砂州の堆積、外岸側の局所洗掘
 今後の維持管理（堆積、局所洗掘）
 堆積、局所洗掘を抑制するため水制工を試験的に設置
（福岡大学工学部社会デザイン工学科との協働）

外岸側局所洗掘

境橋付近

2012年10月29日 第10回川の自然再生セミナー
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５．上流域での取り組み(2/3)

水制工は、縦断方向に7mピッチで９箇所設置
自然石連結ブロック２ｔ（φ700程度×4個連結）を設置

設置平面図 設置断面図

1.5m

1.4m

1.4m

1.3m

５．上流域での取り組み(3/3)

設置直後
（2011.5）

出水期後
（2011.12）

継続観測中

2012年10月29日 第10回川の自然再生セミナー
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６．地域との連携_川づくりの進め方

樋井川の川づくり

河川管理者

市民
・樋井川流域治水市民会議
・地元説明会

学識者
・島谷幸宏（九州大学大学院教授）
・渡辺亮一（福岡大学准教授）
・皆川朋子（福岡大学助教）
・松井誠一（元 九州大学教授）

※樋井川流域治水市民会議

平成21年7月の豪雨をきっかけに発足した会議。河川改修などのハード対策のほか、流
域に係わる全ての人が協力し、貯水、遊水、浸透など流域全体の治水機能の向上を行おう
という新しい試みを行っている会議である。主な参加者は、九州大学、福岡大学、九州産業
大学、福岡工業大学、NPO法人南畑ダム貯水する会、地域住民、福岡市、福岡県

６．地域との連携_川づくりの進め方_市民会議

2012年10月29日 第10回川の自然再生セミナー
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６．地域との連携_川づくりに進め方_地元説明会

樋井川沿川の自治会（11校区）
や、地域住民に対して実施

ご静聴ありがとうございました。

ご指導を賜った学識者

・島谷幸宏（九州大学大学院教授）
・渡辺亮一（福岡大学准教授）
・皆川朋子（福岡大学助教）
・松井誠一（元 九州大学教授）

敬称略 役職は、検討当時

2012年10月29日 第10回川の自然再生セミナー
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